
マ
ッ
ト
型
補
修
材
に
よ
る
舗
装
の
予
防
的
保
全

矢
島
浩
二

（正
会
員

木

村

亮

（正
会
員

（株
）ラ
イ
ト
ウ
ェ
イ

京
都
大
学
大
学
院

代
表
取
締
役
）

数
回
目
）

舗
装
の
分
野
に
お
い
て
も
、
予
防
保
全
の
概
念
が
導
入
さ
れ
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
の
低
減

に
向
け
た
技
術
的
な
提
案
が
な
さ
れ
て
い
る
。
今
回
は
、
そ
の
一
環
と
し
て
、
短
工
期
、
省
力
化
、

コ
ス
ト
低
減
を
目
標
と
し
て
新
た
に
開
発
さ
れ
た
マ
ッ
ト
型
補
修
材
に
よ
る
予
防
保
全
の
あ
り

方
を
報
告
す
る
。

マ
ッ
ト
型
補
修
材
と
は

舗
装
の
予
防
保
全
で
は
、
ひ
ぴ
訓
れ

な
ど
の
破
引
状
況
を
調
ト
合
し
て
、
効
求
I

的
な
補
修
仁
法
を
選
定
す
る
こ
と
が

明
ま
し
い
。
し
か
し
、
路
山
訓
伐
に
も
コ

ス
ト
が
か
か
る
こ
と
、
お
よ
び
適
切
な
柿

修
仁
法
が
少
な
い
た
め
、
尖
際
に
は
、
切

削
オ
ー
バ
ー
レ
イ
の
よ
う
な
既
存
仁
法

に
よ
る
補
修
が
大
下
を
l
川
め
て
い
る
。

切
削
オ
ー
バ
ー
レ
イ
と
は
、
倣
似
し
た
ぷ

附
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
肘
を
切
削
し
、
新
た

に
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
附
を
釧
設
す
る
仁
法

で
あ
る
。
切
削
オ
ー
バ
ー
レ
イ
で
は
、
切

削
機
や
ル
〈
制
町
F

の
叫
削
散
権
械
が
佐
川
広
で
、

効
本
化
の
た
め
L

人
而
砧
の
仁
下
と
な

り
、
仁
引
金
一
飢
も
多
徹
と
な
る
。
ま
た
、

〈
上
山
切
削
が
必
裂
で
、
ト
本
似
品
の
舗
装

も
切
削
さ
れ
る
た
め
、
制
装
廃
材
が
多

く
先
生
し
、
仁
が
に
伴
、
つ
環
境
れ
術
も

大
き
く
な
る
。

そ
の
よ
う
な
状
況
を
鑑
み
、
マ
y
卜
則
一

補
修
材
は
、
ひ
び
訓
れ
が
小
さ
く
川
所

的
に
発
生
し
て
い
る
段
附
で
問
似
に
納

修
し
、
補
修
コ
ス
ト
の
削
減
と
舗
装
雌

材
の
減
H
M
を
尖
刻
す
る
こ
と
を
開
発

日
的
と
し
た
。
附
発
の
紡
米
、
形
状
を

縦
叩
仰
〉
〈
航
叩

mv〈
り
さ
0
・
5
mの
マ
ツ

ト
刑
い
い
（
板
状
）
と
し
、
ひ
び
訓
れ
制
所
に

ム
仰
抜
貼
り
付
け
る
こ
と
で
補
修
が
．
川

能
な
納
修
刷
が
完
成
し
た

、
巨
な
以
料
は
、
い
け
川
粘
一
度
改
抗
ア
ス
フ
ア

ル
ト
似
合
物
で
、
そ
の
川
村
長
に
よ
り
、
マ
ツ

ト
刷
出
制
修
材
は
、
柔
軟
性
に
出
み
、
術
前

に
よ
る
舗
装
の

k
F動
に
追
随
で
き
、

倣
断
し
に
く
い
と
い
う
判
長
を
布
す

る
。
そ
し
て
、
ひ
び
初
れ
が
発
ル
ー
し
た
舗

装
い
い
衣
耐
に
統
治
、

体
化
し
、
両
ぷ
の
以

人
を
抑
、
ぇ
ひ
び
訓
れ
を
解
消
す
る
。

耐
川
年
数
に
つ
い
て
は
、

2
0
1
0

年
9
川
現
代
、
大
川
上
市
が
通
行
す
る
路

線
で
、
施
仁
後

4
年
経
過
し
た
マ
ッ
ト

別
補
修
材
が
ま
っ
た
く
破
制
し
て
い
な

い
こ
と
か
ら
、

5
年
と
設
定
し
た
。
ま

た、

I
枚
の
市
川
は
、
約
3
・
4
ほ
で
人

力
で
作
い
勿
に
持
ち
運
び
で
き
、
い
い衣川
川に

は
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
悦
介
物
と
川
色
の
竹

材
が
散
布
さ
れ
、
既
存
の
舗
装
と
な
じ

む
色
合
い
に
な
っ
て
い
る
。
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す
る

特
殊
な
技
能
を
必
－
災
と
せ
ず
、

識
に
で
も
胞
仁
が
叶
能
で
あ
る
。
施
仁

後
の
徒
住
は
不
必
で
、
胞
仁
山
後
の
い
父

一
泊
川
川
放
が
可
能
で
あ
る
。
写
真
1
は
、
雌

形
紙
か
ら
マ
ッ
ト
別
補
修
糾
を
刈
が
し

て
い
る
状
況
、
写
真
2
は
、
山
リ
川
按
恰
－
h
N
川

を
接
抗
而
川
に
ゆ
い
布
し
て
い
る
状
況
、
写
真
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3
は、マ
y
ト
瑚
補
修
H

仰
を
補
修
例
所
に

川
り
付
け
て
い
る
状
況
で
あ
る

胞
ー
に
裂
す
る
人

μ
は
、
辿
九
日
山
は

2

名
で
、
離
形
紙
か
ら
、
マ
ッ
ト
別
補
修
材

を
剥
が
す
作
業
と
、
山
吋
川
接
ゃ
れ
剤
を
ゆ
e

を
分
刊
す
る

布
し
、
彼
制
刷
所
に
川
り
付
け
る
作
業
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で
あ
る
。

な
い
場
介
は
、

］
名
で
も
施
仁
は
可
能

マ
ッ
ト
型
補
修
材
の
1性
状

マ
ッ
ト
別
補
修

M
の
性
状
に
つ
い
て
、
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機
で
測
定
し
、
市
り
低
抗
は
、
兆
川
式

似
り

f
M判
抗
試
験
機
で
測
定
し
た

共
同
式
振
り

f
M叫
抗
誠
験
機
と
は
、
保

り

f
形
の
市
錐
を
路
州
上
に
市
此
す

る
よ
う
に
振
り
ド
ろ
し
て
路
耐
の
す
べ

り
低
抗
を
比
一
川
る
測
定
装
山
で
あ
る
す

べ
り
批
抗
仙
は
、
∞
「

F25
］

ν
0
「
E
E
m

x
C
3
Z円
（
英
同
式
す
べ
り
低
抗
仙
）の

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
訓
z
X
T
の
B
P
T
で

ぶ
さ
れ
る
そ
の
数
似
が
大
き
い
ほ
ど
、

す
べ
り
ほ
抗
は
い
け
川
い

試
験
結
決
に
つ
い
て
、
後
お
強
度
は
、

お
・

5
J
／

d
（

2
・
6
M
m／
ぱ
）
で

あ
っ
た
。
後
お
強
皮
に
つ
い
て
は
、
特
に
必

準
は
な
い
が
、
中
l
補
修
材
を
弔
山
庁
内

たに
めづ｜
に ~l~

はぞ
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与 25
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d 打1
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kgf字

の
力
が
必
史
と
な
る
。
治
り
低
抗
仙
は

臼

B
P
N
で
あ
っ
た
。
通
常
の
舗
装
で

は
二

般
に

ω
B
P
N
必
裂
と
さ
れ
る

が
、
マ
ッ
ト
別
補
修
科
で
は
、
そ
の
似
以
上

マット型補修材による補修の考え方

の
す
べ
り
紙
抗
似
を
作
必
し
た
。

一
マ
ッ
ト
型
補
修
材
に
よ
る

一
予
防
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全
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え
方
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の
ラ
イ
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サ
イ
ク
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コ
ス
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1

に
よ
る
予
防
的
保
全

に
よ
っ
て
、
低
コ
ス
ト
で

供
川
刊
の
維
持
が
吋

能
に
な
る

通
常
の
納

修
は
、
ひ
び
訓
れ
制
所

が
拡
大
し
て
か
ら
切

削
オ
ー
バ
ー
レ
イ
を
尖

泊
す
る
ケ
ー
ス
が
多

し、

そ
の
場
介
、
施
仁

ぃ
山
献
は
数

fn，m
か
ら

数
千
ば
に
い
で
り
、
に
い引

令
占
領
も
多
大
に
な
る
。

そ
の
点
、
マ
ッ
ト
剛
山

補
修
材
で
は
、
山
…
伝
す

る
ひ
び
訓
れ
を

1
1

川

zm
れ
皮
の
小
州
航

の
段
附
で
、
知
時
間
に

市
川
ケ
舎
町
、

hz－
、
市
川
ケ
穿

P
E
A
U

4
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l
h佃
V
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ゐ
k
r
h引
I
d－
－
－

の
低
減
が
吋
能
と
な

る
。
図
1
に
マ
ッ
ト
別
補

修
材
に
よ
る
補
修
の

与
え
五
を
－
ボ
す
。

マット型補修材による舗装のライフサイクル

品

企
干

I
l
l
l
舗
設
の
供
用
性
レ
ベ
ル

図2

り
返
す
こ
と
で
舗
装
の
供
川
竹
レ
ベ
ル

さ
ら
に
、マ
ァ
ト
別
補
修
材
に
よ
る
制

を
長
期
に
わ
た
っ
て
保
持
す
る

災
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
の
あ
り

マ
ッ
ト
別
補
修
材
に
よ
る
補
修
で

々
を
図
2
に
ぷ
す
。
こ
の
凶
は
、
マ
ッ
ト

は、

l
Mご
と
の
引
川
が
安
価
な
こ
と

別
補
修
材
と
切
削
オ
ー
バ
ー
レ
イ
に
よ

か
ら
、
通
常
の
補
修
仁
法
で
あ
る
切
削

る
補
修
後
の
舗
装
の
供
川
竹
レ
ベ
ル

オ
ー
バ
ー
レ
イ
な
ど
と
比
較
し
て
、
舗

を
、
概
念
的
に
ぶ
し
た
も
の
で
あ
る
。

装
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
を
低
く

マ
ッ
ト
別
補
修
材
で
は
、
紋
引
が
初
別

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

段
附
（小
山
砧
）
の
う
ち
に
補
修
を
繰



面積1,000rn'

客員

1697000 

61 750 m 

1,758,750 

補修頻度1回パO年

金

合計

コ
ス
ト
の
試
辞
と
し
て
、
切
削
オ
ー
バ
ー

f立

昨1

レ
イ
と
マ
ッ
ト
別
補
修
材
に
お
け
る
山

単数

切削オーバーレイによる直接工事費用掻．
1
引
首
を
汁
川
村
外
し
比
絞
し
た
。

工積：切削オーバーレイ

切削オーバーレイエ

廃材運搬工

表
1
は
切
削
オ
ー
バ
ー
レ
イ
に
よ
る

目1頁

よ
れ
接
仁
下
山
μ
川
で
あ
る
。
切
削
オ
l

表1パ
1
レ
イ
仁
お
よ
び
廃
材
運
搬
仁
の

m

側
は
、
－
平
成
幻
年
度
版
上
木
工
事
砧

村H
M
M御
午
前
r
側
に
芯
紋
さ
れ
て
い
る
も
の

を
使
川
し
た
。
切
削
オ

l
ρ
l
レ
イ
の

面積5rri

項目 規格等 単価 数量 単位 金額

補修材 マット型禰修材 8 300 5 作1， 41,500 

専用接着剤 150 5 円1 750 

一トーー一一
人件費 世話人 18100 0.25 人 4,525 

ー一ー 一普通作業員 13100 0.25 人 3,275 

合計 50,050 

マット型補修材による直接工事費用

工種：マット型補修材による補修

表2

州
砧
は

1
0
0
o
d
と
し
た
。
表
2
に

マ
ッ
ト

m－補
修
材
に
よ
る
補
修
釘
川
を

一不
す
。
マ
ッ
ト
別
補
修
材
の
設
計
市
側

は、

I
，m
吋
た
り
8
3
0
0
円
で
、
専
川

接
将
刑
の
設
計
巾
価
は
1
2m
ψ
I
た
り

1
5
0
円
で
あ
る
。
1
0
0
o
d
の
刷

和
の
う
ち
、
－
川
の
補
修
而
砧
は

5
ぱ

と
似
｛
ぶ
し
た
。
ま
た
、

l
Hの
施
仁
川
以
は
、

こ
れ
ま
で
の
実
績
を
参
去
d

に
し
て
、

m，m
1日の施工量を20rriとして、1個所当たり5「riとして、人件費の数量を設定した。

補修頻度1回／2年

と
し
た
。
山
川
賞
結
米
か
ら
、
－
川
の
施
工

賀
川
は
、
切
削
オ
ー
バ
ー
レ
イ
に
お
い
て
、

1
7
5
U
8
7
5
0
司
、
マ
ッ
ト
阻
晴
彦

’

l
M

1

4
｛
 

材
に
よ
る
補
修
で
は
、

5
万
0
0
5
0

円
で
あ
る
。

補
修
頻
度
は
、
切
削
オ
ー
バ
ー
レ
イ
で

は
、
通
常
の
制
装
の
設
計
痔
命
を
参
彩

と
し
て
、
叩
年
に
1
川
と
し
た
。
マ
ッ
ト

型
補
修
材
に
よ
る
補
修
で
は
、
特
に
必

準
が
な
い
た
め
、
今
川
は
常
出
合
材
に
よ

る
補
修
桐
所
の
ひ
び
訓
れ
が
2
年
後
に

発
生
し
た
こ
と
を
参
考
に
、

2
年
に
l

M
と
し
た
。
そ
の
条
件
で
、
供
肌
期
間
を

凶
年
と
し
た
場
合
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ

ス
ト
を
弥
定
し
た
。
切
削
オ
ー
バ
ー
レ
イ

で
は
、
凶
年
で
1
7
5
万
8
7
5
9
川、

－
年
で
口
万
5
8
7
6
円
と
な
る
。

マ
‘
ト
り
fbH
多
j
a
ご
ま
、
J
J
I
j
ミ
出
品
を

－7
1
’田弘
刊
h
例

l
f
T
’y
石
川
H
川
h
M寸
米
山記
事
』

5
年
と
設
定
し
て
お
り
、

5
年
以
上
経

過
し
た
例
所
は
、川
補
修
す
る
こ
と
に

な
る
た
め
、
叩
年
サ
イ
ク
ル
で
は
、
戸
川
補

修
は
2
川
発
生
す
る
。
そ
の
紡
米
、
A
U
1
…川

の
補
修
川
数
は
、
辿
品
川
の
補
修
の
5
川

と
2
川
の
川
補
修
に
よ
っ
て
、

7
川
と
な

る
。
し
た
が
っ
て
、
マ
ッ
ト
別
補
修
材
に
よ

る
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
は
、
凶
作
中
で

5
J
0
3
5
0
q
へ
5
‘

J
0
0
5
0川
J

q
3
1
ノ

l
t
r

l
ノ

l
o

×
7
川
）、
1
年
で
3
万
5
0
3
5
円
と

な
り
、
切
削
オ
ー
バ
ー
レ
イ
と
比
較
し
て

約
加
%
の
低
減
と
な
る
。
こ
の
試
俳
か

ら
、
マ
ッ
ト
別
補
修
材
に
よ
る
予
防
的
な

補
修
が
、
舗
装
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス

ト
低
減
に
布
川
初
で
あ
る
と
い
、
え
る
。

一
マ
ッ
ト
型
補
修
材
に
よ
る

一
ひ
び
割
れ
の
補
修
状
況

マ
ッ
ト
別
補
修
材
に
よ
る
ひ
び
別
れ

揃
修
の
実
例
を
以
ド
に
述
べ
る
。
相
介

す
る
実
例
は
、
①
A
市
山
道
、
①

B
卜
巾

内
同
道
、
③

C
川
町
道
の
3
件
で
あ

る
。

①
A
市
市
道
に
お
け
る
補
修

2
0
0
7
年
8
川
に
施
仁
し
て
お

り
、
施
じ
後
約
3
年
経
過
し
た
。
彼
損

例
所
は

2
例
所
あ
り
、
マ
ッ
ト
瑚
補
修

材
に
加
え
、
常
温
合
材
と
呼
ば
れ
る
粒

状
の
附
劾
補
修
材
に
よ
る
ひ
び
割
れ
の

補
修
も
実
施
さ
れ
た
。
常
－
M
A
U
U
初は、

加
j
却
同
の
袋
入
り
で
、
依
山
制
部
ヒ
に

撒
布
し
て
、
締
め
川
め
て
使
川
す
る
。
施

・ト
ム山
積
は
、
マ
ッ
ト
相
補
修
財
、
常
品
川向

合
物
と
も
1
2m
で
あ
る
。
吋
道
路
は
、

大
則
市
下
の
通
行
は
な
い
が
、
幹
山
山
林
道
路
へ

の
流
出
入
路
と
な
っ
て
お
り
、
釆
川
市
の

通行川－
m
は
多
い
。

写
真
4
が
マ
ッ
ト

m補
修
材
の
供
川
状

削
で
あ
り
、
写
真
5
が
常
品
令

M
の
供

川
状
況
で
あ
る
。
マ
ッ
ト
瑚
補
修
材
は
、

倣
山
制
し
て
い
な
い
が
、
常
川
肌
ム
日
材
で
は
、

ひ
び
割
れ
が
内
発
し
、

一
部
剥
脱
し
て

い
る
。
市
出
A
H
材
は
、
ひ
び
訓
れ
を
被
覆

し
て
補
修
す
る
こ
と
に
は
過
し
て
い
な

い
こ
と
を
確
認
し
た
。



①
B
市
内
国
道
に
お
け
る
補
修

写
真

6
が
施
に

2
年
後
の
供
川
小
の

状
削
で
あ
る
o
r川
和
は
約

4
2m
で
、
ひ
び

訓
れ
が
制
符
に
日
ん
ら
れ
る
例
所
を
補
修

し
た
。
当
路
線
の
交
通
泣
は
ロ
時
川
で

5
万
7
0
0
0ム
ー
で
あ
り
、
大
川
市
ぃ
父

辿
川
も

D
臥
父
泊
以
上
で
あ
る
。
交
通
条

件
は
非
常
に
過
酷
で
あ
る
が
、
ひ
び
制
れ

の
川
川
発
や
剥
離
な
ど
の
依
悩
は
発
生
し

て
い
な
い
。
巾1
現
場
で
は
、
マ
ッ
ト
型
補
修

材
の
耐
久
性
の
尚
さ
を
作
訟
で
き
た
。

①

C
町
町
道
に
お
け
る
補
修

巾l
現
場
は
、

2
0
1
0年
6
川
に
実

胞
し
、
施
仁
作
な
ど
を
雌
認
し
た
。
施

仁
人

μは
2
名
で
、

l
’
布
引
が
離
形
紙
か

ら
補
修
材
を
剥
が
す
作
業
を
一
行
い
、
他

の
1
取
引
が
心
川
接
清
刑
を
材
料
に
塗
布

し
、
補
修
制
所
に
貼
り
付
け
る
作
業
を

行
っ
た
。
作
業
而
和
は

2
2m
（
8
枚
分
）

で
、
作
業
時
間
は
約
日
分
で
あ
っ
た
。
近

路
工
引
と
し
て
は
、
非
常
に
短
時
間
で

施
に
が
で
き
る
こ
と
を
隊
認
し
た
。
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こ
れ
ら
の
試
験
施
仁
の
結
果
、
雌
認

し
た
マ
ッ
ト

m．
補
修
材
の
メ
リ
ッ
ト
を
以

ド
に
列
記
す
る
。

。
ひ
び
訓
れ
補
修
に
お
い
て
は
、－w一山仙人口

材
（山
似
合
物
）
よ
り
も
・
川
い
耐
久
性

を
党
抑
し
た
。

⑦
市
交
通
路
線
の
ひ
び
訓
れ
締
修
に
お

い
て
、
ひ
び
別
れ
の
川
発
や
剥
離
な
ど

の
依
凶
械
が
発
作
し
な
い
。

①
路
上
に
お
け
る
作
業
時
間
が
一
知
く
、

作
業
小
の
作
業

μの
安
全
竹
を
硲
保

で
き
る
。

⑪
作
業
時
間
が
制
く
、
後
生
を
必
裂
と

し
な
い
た
め
、
交
通
を
遮
断
す
る
時

l
f

p

？、
。

川川・カ・
9
J山田
U

⑤
切
削
を
行
う
必
妥
が
な
い
た
め
、
廃

棄
物
と
な
る
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
・雌
材
が

発
生
し
な
い
。

マ
ッ
ト
抑
補
修
科
は
、
椛
に
で
も
手
料

マット型補修材（3年経過）

写真6

写真4常温合材（3年経過）

施工2年後の状況

写真5

に
補
修
が
川
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
た
と

選
択
肢
の

一
つ
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ

え
ば
道
路
竹
内
有
が
、
パ
ト
ロ
ー
ル
小
に

れ
る
。

も
施

ιは
吋
能
で
あ
る
。
マ
ッ
ト
刷
補
修

材
を
け
常
の
維
持
活
動
で
使
川
し
、
倣

引
を
小
さ
い
段
附
で
補
修
す
る
こ
と

が
、
将
米
的
な
舗
装
の
維
持
竹
剤
費
川

の
低
減
に
つ
な
が
る
。
本
杭
で
紹
介
し
た

参
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